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森
林
経
営
計
画
策
定
の
地
域
的
特
徴
と
制
度
課
題
(I)

ー
認
定
率
と
計
画
種
類
に
つ
い
て
1

ー
は
じ
め
に

森
林
経
営
計
画
制
度
は
二

0
―
二
年
度
（
平
成
二
四
年
度
）
の
禅
入

か
ら
五
年
を
経
過
し
た
。
同
制
度
の
禅
入
は
、
二

0
0九
年
以
降
の
森

(
l
)
 

林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
議
論
の
中
で
、
「
改
革
の
本
丸
」
と
位
置
づ

け
ら
れ
、
民
有
林
政
策
の
骨
格
と
も
い
え
る
制
度
の
変
更
で
あ
っ
た
。

都
道
府
県
や
市
町
村
の
担
当
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
森
林
組
合
や
林
業
事

業
体
、
森
林
所
有
者
も
制
度
理
解
と
対
応
に
追
わ
れ
た
五
年
間
だ
っ
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

森
林
経
営
計
画
の
目
的
は
、
「
一
体
的
な
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
森
林

に
お
い
て
、
計
画
に
基
づ
い
た
効
率
的
な
森
林
の
施
業
と
適
切
な
森
林

の
保
護
を
通
じ
て
、
森
林
の
持
つ
多
様
な
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る

(2) 

こ
と
」
で
あ
る
。
計
画
の
策
定
者
は
、
森
林
環
境
保
全
寵
接
支
援
事
業

(11
造
林
補
助
金
）
の
支
援
対
象
に
な
る
と
と
も
に
、
所
得
税
や
相
続

税
の
税
制
優
遇
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
資
金
の
低
利
融
資
な
ど
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
合
法
木
材
の
証
明
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
な
ど
に
も
森
林
経
営
計
画
の
認
定
が
活
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
経
済
的
な
誘
因
を
設
け
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
い
う
森
林
経
営
計
画
作
成
を
推
進
す
る
人
材
養
成
が
な
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
計
画
の
認
定
率
は
目
標
よ
り
も
下
回
っ
て
い

(
3
)
 

る
。
鹿
林
水
産
省
の
二

0
一
五
年
度
の
政
策
評
価
に
よ
る
と
、
制
度
禅

佐さ

藤与

の
り宣

子こ
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入
の
二

0
ー
ニ
年
度
は
目
標
二
五
％
に
対
し
て
実
績
一
七
％
、
一
三
年

度
は
目
標
一
―
―
―
-
%
、
実
績
二
六
％
、
一
四
年
度
は
目
標
＿
―
-
九
％
、
実
績

ニ
八
％
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
目
標
値
と
実
績
値
が
乖
離
す

る
中
で
、
二

0
二
0
年
度
（
平
成
三
二
年
度
）
ま
で
に
認
定
率
を
八
〇

％
ま
で
あ
げ
る
と
の
目
標
が
、
二

0
一
六
年
度
以
降
の
資
料
で
は
六

0

(
4
)
 

％
と
下
方
修
正
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
ま
ず
、
ど
う
い
う
条
件
の
地
域
で
計
画
が
策
定

さ
れ
、
そ
こ
で
は
多
面
的
機
能
が
高
ま
っ
て
い
る
の
か
、
逆
に
ど
の
よ

う
な
条
件
の
地
域
で
策
定
が
困
難
な
の
か
な
ど
、
地
域
性
を
踏
ま
え
た

森
林
経
営
計
画
制
度
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
林

野
庁
元
次
長
の
田
家
邦
明
氏
は
、
制
度
開
始
直
後
の
二

0
一
三
年
に

「
要
件
を
ク
リ
ア
で
き
な
い
森
林
が
増
加
し
そ
れ
ら
は
未
整
備
の
ま
ま

放
置
さ
れ
る
可
能
性
」
を
指
摘
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
腿
林
水
産
省
が
実
施
し
て
い
る
政
策
評
価
文
書
で
は
、
全

国
平
均
の
認
定
率
の
推
移
が
示
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
森

林
経
営
計
画
の
認
定
を
要
件
と
す
る
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業
と

林
業
専
用
道
の
開
設
事
業
に
関
し
て
は
、
評
価
地
域
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

(6) 

さ
れ
て
費
用
対
効
果
を
算
出
し
、
外
部
委
員
に
よ
っ
て
評
価
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
森
林
経
営
計
画
制
度
自
体
の
評
価
は
み
ら
れ
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
森
林
経
営
計
画
制
度
を
対
象
と
し
た
研
究
で
は
、

一
部
の
都
道
府
県
か
ら
入
手
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
計
画
認
定
率
に
地

(
7
)
 

域
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
全
国

を
俯
撤
し
た
研
究
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
制
度
が
導
入
さ
れ
て
五
年
が

経
過
し
た
今
日
、
行
政
賓
料
の
分
析
と
実
証
的
な
検
証
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

本
稿
の
目
的
と
森
林
経
営
計
画
制
度
の
概
要

日
目
的
と
資
料

そ
こ
で
本
稿
は
、
今
後
の
森
林
・
林
業
政
策
を
議
論
す
る
に
あ
た
っ

て
必
要
な
森
林
経
営
計
画
の
認
定
状
況
に
関
す
る
資
料
を
四
七
都
道
府

県
に
依
頼
し
、
提
供
い
た
だ
い
た
全
て
の
都
道
府
県
の
行
政
賓
料
に
基

づ
い
て
同
計
画
の
地
域
的
特
徴
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
入

手
し
た
行
政
資
料
は
、
制
度
導
入
三
年
が
経
過
し
た
二

0
ー
五
年
＿
―
-
月

末
の
地
域
森
林
計
画
面
積
、
森
林
経
営
計
画
の
認
定
面
積
（
市
町
村
長

と
都
道
府
県
知
事
認
定
分
）
、
計
画
種
別
の
件
数
と
面
積
、
計
画
認
定

の
う
ち
人
工
林
と
天
然
林
面
積
で
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
が
過
去
に
収
集

し
て
い
た
森
林
施
業
計
画
段
階
（
二

0
0五
年
三
月
末
）
の
都
道
府
県
．

(
8
)
 

別
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
。

本
稿
で
は
以
下
、
①
森
林
経
営
計
画
の
認
定
率
の
都
道
府
県
別
特
徴
、

②
新
制
度
導
入
前
の
森
林
施
業
計
画
の
段
階
の
認
定
状
況
と
の
比
較
、

③
計
画
種
類
別
（
属
地
計
画
で
あ
る
「
林
班
計
画
」
と
「
区
域
計
画
」
、

お
よ
び
「
属
人
計
画
」
）
の
認
定
実
態
、
④
「
一
体
的
な
と
り
ま
と

め
」
と
い
う
制
度
導
入
の
眼
目
で
あ
っ
た
「
林
班
計
画
」
の
一
計
画
当
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た
り
面
積
を
比
較
し
た
。
①
ー
④
は
都
道
府
県
別
に
、
さ
ら
に
①
と
④

に
つ
い
て
は
九
州
七
県
の
市
町
村
別
に
デ
ー
タ
を
入
手
し
地
図
化
し
て

考
察
し
た
。
ま
た
、
特
徴
的
な
都
道
府
県
や
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
行

政
担
当
者
や
管
轄
す
る
森
林
組
合
へ
の
電
話
調
査
や
対
面
調
査
を
実
施

し
、
特
徴
的
な
計
画
策
定
と
な
っ
た
理
由
や
計
画
を
進
め
る
取
組
、
逆

に
認
定
が
進
ま
な
い
制
約
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
た
。

口
森
林
経
営
計
画
制
度
の
特
徴

森
林
経
営
計
画
制
度
の
仕
組
み
の
詳
細
は
林
野
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(9) 

を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
こ
で
は
、
本
稿
の
考
察
と
議
論

で
必
要
と
な
る
仕
組
み
を
確
認
し
て
お
く
。

森
林
経
営
計
画
は
、
経
営
方
針
の
他
、
施
業
履
歴
、
施
業
の
計
画
、

森
林
の
保
護
、
施
業
と
保
護
の
共
同
化
、
路
網
整
備
計
画
な
ど
を
記
載

(10) 

し
、
市
町
村
長
か
ら
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
制
度
的
な
特
徴
と

し
て
は
、
①
造
林
補
助
金
制
度
の
名
称
を
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事

業
と
し
て
支
援
を
計
画
作
成
者
に
限
定
し
た
こ
と

(11
選
択
と
集
中
）
、

②
間
伐
施
業
の
下
限
面
積
（
五

ha
以
上
か
つ
標
準
伐
期
齢
を
基
準
に
人

工
林
で
必
要
間
伐
面
積
を
算
出
）
と
間
伐
下
限
搬
出
批

(
-
0面
／

ha)
の
設
定
、
③
搬
出
巌
に
応
じ
た
補
助
金
額
の
設
定

(11
素
材
生
産

最
の
拡
大
）
、
④
-
主
伐
当
た
り
面
積
と
伐
採
振
の
上
限
設
定

(11
無

秩
序
な
主
伐
の
制
限
）
‘
⑤
各
施
業
の
支
払
額
は
、
国
が
工
程
を
決
定

し
、
都
道
府
県
が
地
場
の
賃
金
や
苗
木
単
価
な
ど
を
用
い
て
算
出

(II

(11) 

国
に
よ
る
施
業
方
法
の
指
定
）
等
が
特
徴
で
あ
る
。

森
林
経
営
計
画
の
種
類
は
前
述
の
よ
う
に
三
つ
で
あ
り
、
制
度
開
始

時
は
「
林
班
計
画
」
(
―
つ
の
林
班
ま
た
は
連
単
す
る
複
数
林
班
で
面

積
二
分
の
一
以
上
の
森
林
を
ま
と
め
て
属
地
的
に
樹
立
）
と
「
属
人
計

画」

(
-
o
o
h
a
以
上
の
森
林
所
有
者
が
全
て
の
所
有
森
林
と
受
託
森

林
で
属
人
的
に
樹
立
）
の
二
種
類
で
あ
っ
た
。
認
定
率
が
上
が
ら
な
い

中
で
、
小
規
模
所
有
者
で
も
樹
立
可
能
な
よ
う
に
と
緩
和
措
置
と
し
て

追
加
さ
れ
た
の
が
「
区
域
計
画
」
（
市
町
村
長
が
区
域
を
定
め
、
そ
の

中
で
三
O
h
a
以
上
の
森
林
を
ま
と
め
て
属
地
的
に
樹
立
）
で
あ
る
。
本

稿
で
考
察
し
た
森
林
経
営
計
画
の
策
定
実
態
は
、
そ
の
「
区
域
計
画
」

導
入
年
度
末
の
状
況
で
あ
る
。

森
林
経
営
計
画
の
認
定
率
の
地
域
性

日
都
道
府
県
別
に
み
た
認
定
率

ま
ず
、
森
林
経
営
計
画
の
認
定
率
に
つ
い
て
で
あ
る
。
図
ー
は
都
道

府
県
別
に
、
民
有
林
の
地
域
森
林
計
画
対
象
面
積
に
占
め
る
森
林
経
営

計
画
認
定
面
積
の
比
率
を
地
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
都
道
府
県
に

よ
っ
て
認
定
率
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
全
国
平
均

（
大
臣
認
定
は
除
く
）
の
二
八
・
三
％
に
対
し
て
、
北
海
道
（
七

0
%）

が
最
も
高
く
、
次
い
で
大
分
県
（
五
三
％
）
、
山
梨
県
（
五

0
%）
、
宮

崎
県
（
四
四
％
）
、
茨
城
県
（
四
二
％
）
の
五
道
県
が
四
割
以
上
の
県

で
あ
っ
た
。
一
方
、
低
位
な
の
は
沖
縄
県
が
作
成
な
し
、
滋
賀
県
と
神

23 
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奈
川
県

（四
％
）
で
あ
り
、
三
県
を
含
む
一
五
都
府
県
が

一
0
％
未
満

で
あ
っ
た
。
一

0
1
一
五
％
が
九
都
府
県
で
あ
り

‘
-
0％
未
満
と
合

.．．．．f Iヽ
．＊ 

• ~d 

、1
‘
0
0
0
0
0
0
 

6
5
4
3
2
1
 

％
 

＇
ニニ

（
 

可 ••59
マg

わ
せ
る
と
二
四
都
府
県
が
一
五
％
以
下
に
含
ま
れ
、
都
迫

府
県
数
で
い
う
と
過
半
を
占
め
た
。
全
国
平
均
二
八

・

三
％
よ
り
も
一

0
％
以
上
も
低
い
都
道
府
県
が
多
い
と
い

う
こ
と
は
、
最
も
民
有
林
而
積
が
大
き
な
北
海
道
が
全
国

の
平
均
値
を
あ
げ
て
い
る
か
ら
と
も
い
え
る
。
北
海
迫
を

除
い
て
都
府
県
で
認
定
率
を
符
出
し
た
と
こ
ろ
、
ニ
ニ

・

九
％
で
あ
っ
た
。

図
l
か
ら
地
帯
的
な
特
徴
を
み
る
と
、
北
海
道
と
九
州
、

中
国
、
北
関
東
、
東
北
地
方
で
比
較
的
認
定
率
が
高
い
の

に
対
し
て
、
歴
史
あ
る
林
業
地
が
多
い
近
畿
、
京
海
、
四

国
地
方
で
認
定
率
が
低
い
と
い
う
傾
向
を
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
同

一
地
帯
で
あ
っ
て
も
山
梨
県
は
近
隣
自
治
体
に

比
べ
高
く
、
広
島
県
や
佐
買
県
は
低
い
と
い
う
よ
う
に
地

帯
的
な
特
徴
と
は
異
な
る
動
向
を
示
す
県
も
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

口
施
業
計
画
段
階
（
二
0
0
五
年
度
末
）
と
の
比
較

こ
う
し
た
都
道
府
県
別
の
計
画
認
定
率
の
差
は
、
森
林

施
業
計
画
段
階
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
表
ー
は
、

二
0
0
五
年
三
月
末
の
森
林
施
業
計
画
の

「
協
定
締
結
率
」
と
二
0
一
五
年
三
月
の
認
定
率
を
楳
計

し
た
結
果
で
あ
る
。

森
林
施
業
計
画
は
、

二
0
0
一
年
の
森
林
法
改
正
で
大
き
な
制
度
改

゜
400km 

図 l森林経営計画の都追府県別認定率 (2015年3月末）
究料 ：各都道府県の森林経営計画担当課の"ft料より作成
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表 l 森林施業計画と森林経営計画の都道府県別認定率

森林経営計画の認定率 o2(2015年3月末）
都数道府llt県

5％未満 5~ 10% 10~ 15% 15~20% 20~3096 30～40% 40~5096 50％以上

5％未満 神沖奈縄川県県、 大阪府 3 

5~10% 三千重葉県媒、 呑川県 3 l 10～碑 静岡県 東青京森邸県、 3 

福島県 宮長城野県県、 栃木県 茨城県 5 

i マi末゚2 巴』_結• 20玉～～碑砥 広群愛馬島知県県県、、 宮店山知県県、 兵庫県 島根只 山梨県 8 

40~5096 徳埼島玉県県、 岐新阜潟県県、 鹿山児口島県県、 6 

., 50~60% 滋賀県 愛山知形県県、 京都府 福岡県 石長岩崎川手県県県、、 熊秋鳥本田取県県県、、 北海逍 12 

印～7卵 宮崎県 大分県 2 

7誂以上 奈良県 和佐歌双山県県、 岡福山井県県、 5 

都道府県数 3 12 ， 3 8 7 2 3 47 

資料：林野庁 (2005年3月末）、森林資源現況表および各都道府県資料 (2015年3月末）より作成。
注： 1)2005年3月末の森林施業計画「協定締結中」とは、私有林の人工林35年生以下面積に対する計画認
定内森林で「森林整憐地域活動支援交付金」の積箕碁礎森林面積の割合である。
2) 2015年の森林経営計両の認定中には大臣認定は含んでいない。認定率とは、民有林の地域森林計画対
象森林面積に占める森林経営計画の認定された割合である。
3)太線で囲っている部分は全国平均を示しているc
4)太字の道府県は2005年の「協定締結中」よりも 2015年民有林の認定率の方が高い府県を示している。

正
が
行
わ
れ
、
二

0
0
二
年
度
か
ら
計
画
認
定
の
作
業
が
始
ま
っ
て
い

た
の
で
、
森
林
経
営
計
画
と
同
様
、
制
度
変
更
後
三
年
後
の
二

0
0五

年
三
月
末
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
二

0
0五
年
の
数
字
は
、

地
域
森
林
計
画
の
対
象
面
積
に
占
め
る
計
画
認
定
面
積
で
は
な
く
、

「
協
定
締
結
率
」
と
い
う
計
画
認
定
内
で
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交

付
金
の
交
付
対
象
安
あ
っ
た
三
五
年
生
人
工
林
面
積
を
私
有
林
面
積
で

除
し
た
数
値
で
あ
る
。
従
っ
て
、
私
有
林
の
若
齢
人
工
林
が
ど
の
程
度
、

森
林
施
業
計
画
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
た
か
を
示
す
数
値
と
い
え
る
。
ス

ト
レ
ー
ト
に
認
定
率
の
変
化
が
議
論
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
留
意
が

必
要
で
あ
る
も
の
の
、
傾
向
を
把
握
す
る
に
は
十
分
で
あ
る
。

二
0
0
五
年
の
全
国
平
均
の
「
協
定
締
結
率
」
は
四
六
・
三
％
で

あ
っ
た
。
七

0
％
以
上
が
五
県
、
一
方
で
五
％
未
満
が
三
県
と
当
時
か

ら
都
道
府
県
に
よ
る
差
が
大
き
く
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、

四
七
都
道
府
県
の
う
ち
半
分
以
上
の
二
五
道
府
県
は
若
齢
人
工
林
の
四

割
以
上
を
カ
バ
ー
し
て
い
た
。

両
時
期
を
比
較
し
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
第
一
に
、
森
林
施
業
計
画

の
「
協
定
締
結
率
」
が
二

0
％
未
満
の
九
府
県
は
全
て
森
林
経
営
計
画

の
認
定
率
も
二

0
％
以
下
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
二

0
0五
年
に
三

0
％
以
上
だ
っ
た
道
府
県
の
う
ち
五
県
（
北
海
道
、
山
梨
県
、
島
根
県
、

茨
城
県
、
栃
木
県
の
五
道
県
）
は
森
林
経
営
計
画
の
認
定
率
の
方
が
高

い
こ
と
、
第
三
に
、
三

0
％
以
上
だ
っ
た
道
府
県
に
お
い
て
、
森
林
経

営
計
画
の
認
定
率
に
大
き
な
差
異
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
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0
％
以
上
だ

っ
た
三
三
道
府
県
の
う
ち

一
六
は
森
林
経
営
計
画
で

一

五
％
以
下
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
、
奈
良
県
、
佐
賀
県
、
和
歌
山
県
、

洸
賀
県
、
愛
知
県
、
山
形
県
、
京
都
府
で
は
五
0
％
以
上
カ
バ
ー
し
て

い
た
が
、

一
五
％
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
①
以
前
か
ら
計
画
策
定
が
低
位

だ
っ
た
県
、

②
森
林
経
営
計
画
制
度
の
発
足

後
に
低
く
な
っ
た
県
、
③
計
画
認
定
率
を
維

持
、
上
昇
さ
せ
た
県
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
が
、

②
が

一
六
も
あ
り
、
都
道
府
県
段
階

で
制
度
変
更
に
対
応
で
き
な
く
な

っ
た
自
治

体
が
多
く
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

国

九
州
に
お
け
る
市
町
村
別
認
定
状
況

図
2
は
、
九
州
の
市
町
村
別
に
森
林
経
営

計
画
の
認
定
率
を
地
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

九
州
は
相
対
的
に
み
て
認
定
率
が
翡
か

っ
た

が
、
同

一
県
内
で
も
市
町
村
に
よ

っ
て
認
定

率
に
大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。九
州
の
脊
梁
地
域
の
市
町
村
で
認
定
率
が

高
く
、
大
分
県
日
田
市
と
熊
本
県
湯
前
町
で

八
0
％
を
超
え
て
い
た
。
聞
き
取
り
調
査
に

よ
る
と
、
両
自
治
体
は
一
九
九
0
年
代
か
ら

,' 
4

半
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．
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九州における市町村別森林経営計画の認定率(2015年3月末）
ft料：九州7県の森林経悩計両担当課汽科より作成

森
林
組
合
が
中
心
と
な

っ
て
施
業
団
地
を
設
定
し
て
、
路
網
の
開
設
と

間
伐
を
推
進
し
て

い
た
た
め
、
施
業
の
受
託
契
約
が
容
易
に
で
き
た
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一

方
で
、
全
国
的
に
み
て
認
定
率
が
邸
い
宮
崎
県

に
お
い
て
さ
え
宮
崎
市
近
郊
で
は
森
林
に
関
心
の
な
い
所
有
者
の
附
加
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に
よ
っ
て
計
画
樹
立
が
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
熊
本
県
の
天
草

地
区
と
鹿
児
島
西
部
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
に
分
割
相
続
地
帯
で
あ
る

(13) 

こ
と
も
影
轡
し
て
、
私
有
林
の
所
有
規
模
が
著
し
く
零
細
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
人
工
林
率
が
低
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
伐
の
下
限
面
積
（
五
h
a

／
年
）
を
満
た
す
森
林
面
積
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
天
草
地
区
は
地
位
が
低
く
、
ヒ
ノ
キ
比
率
が
高
い
た

め
、
間
伐
の
搬
出
材
積
批
が
少
な
く
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
h
a
当
た
り
補

助
金
額
が
少
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
相
対
的
に
認
定
率
が
高
い
九
州
に
お
い
て
も
、
市
町

村
別
に
認
定
率
の
差
異
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
認
定
率
の
差
は
、

人
工
林
率
や
地
位
と
い
っ
た
資
源
条
件
と
森
林
所
有
構
造
に
加
え
て
、

森
林
組
合
に
よ
る
団
地
化
施
業
の
歴
史
や
五
h
a
の
間
伐
下
限
条
件
を
確

実
に
ク
リ
ア
で
き
る
担
い
手
の
存
在
と
い
っ
た
条
件
も
関
係
す
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
た
。

日
森
林
経
営
計
画
の
種
類
別
内
訳

次
に
、
「
林
班
」
、
「
区
域
」
、
「
属
人
」
と
い
う
三
つ
の
計
画
種
類
別

に
認
定
状
況
を
み
る
と
、
四
七
都
道
府
県
計
で
、
林
班
計
画
件
数
が
八
、

一
七
五
件
（
う
ち
他
計
画
種
と
の
重
複
一
＿
ニ
ー
件
）
、
区
域
計
画
九
四

五
件
、
属
人
計
画
が
九
四
五
件
で
あ
っ
た
。
面
租
的
に
は
、
認
定
面
積

四
森
林
経
営
計
画
の
種
類
に
み
る
地
域
性

四
八

0
万
h
a
の
う
ち
林
班
計
画
が
五
六
・
九
％
（
う
ち
他
計
画
種
と
の

重
複
面
積
が
ニ
・
七
％
）
、
区
域
計
画
が
四

・
O
％
、
属
人
計
画
が
四

ー
・
八
％
で
あ
っ
た
。
二

0
一
四
年
度
に
緩
和
措
置
と
し
て
新
た
に
設

け
ら
れ
た
区
域
計
画
に
よ
る
作
成
は
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
低
位

で
あ
り
、
認
定
率
を
上
げ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

計
画
種
別
に
認
定
面
積
を
件
数
で
除
し
て
一
計
画
当
た
り
の
面
積
を

算
出
し
た
と
こ
ろ
、
林
班
計
画
が
一
＿
一
三
四
ha
、
区
域
計
画
が
二
0
1
h
a
、

属
人
計
画
が
一
＿
＿
‘
-
五
九
ha
で
あ
っ
た
。
属
人
計
画
は
一

o
o
h
a
以
上

の
所
有
者
が
樹
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
実
際
に
樹
立
・
認
定
に

到
っ
て
い
る
の
は
平
均
で
三
千
h
a
を
超
え
る
所
有
者
で
あ
っ
た
と
い
え
、

個
別
林
家
と
い
う
よ
り
も
公
有
林
や
企
業
の
社
有
林
が
属
人
計
画
を
樹

立
し
、
認
定
面
積
の
四
割
以
上
が
属
人
計
画
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
委
員
会
で
は
、
主
に
林

班
計
画
を
念
頭
に
、
小
規
模
私
有
林
の
「
施
業
集
約
化
」
に
よ
る
効
率

的
な
施
業
を
担
保
す
る
制
度
と
し
て
議
論
さ
れ
た
が
、
実
際
に
策
定
さ

れ
た
計
画
面
積
の
四
割
が
属
人
経
営
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
規
模
所
有

林
に
偏
っ
て
森
林
環
境
保
全
直
接
支
払
事
業
費
が
投
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

口
都
道
府
県
別
に
み
た
計
画
種
の
特
微

計
画
種
の
都
道
府
県
別
の
違
い
を
示
し
た
の
が
図
3
で
あ
る
。
森
林

経
営
計
画
の
認
定
面
積
を
一

0
0
と
し
て
、
計
画
種
別
の
割
合
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
（
林
班
計
画
と
の
重
複
分
は
他
計
画
と
し
て
カ
ウ
ン
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ロ属人

●区域

口林班

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

男匿！麗璽 9彗言塁 9田！匿［喜〗〖冨詈匿 9麗匿用塁匿喪！匿喜璽！！琶§曇瓢墨匿〖塁匿匡唇匿襲

図3 都道府県別の森林経営計画種別面積割合 (2015年3月末）
注：林班計画とその他の重複面積はその他にカウントしている。

ト
）
。
計
画
種
に
お

い
て
も
都
道
府
県
に

よ
っ
て
遮
い
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

林
班
計
画
が
主
に

樹
立
さ
れ
て
い
る

（八

0
％
以
上
）
の

は
、
滋
賀
県
（
九
七

％
）
、
宮
崎
県
（
九

二
％
）
、
大
分
県

（
八
九
％
）
、
岐
阜
県

（
八
七
％
）
、
茨
城
県

（
八
三
％
）
、
大
阪
府

（
八
一
％
）
、
鳥
取
県

（八

0
%
）
の
七
府

県
で
あ
っ
た
。
属
人

計
画
の
比
率
が
高
い

（五

0
％
以
上
）
の

は
、
山
梨
県
（
八

八
％
）
、
岩
手
県

（
七
八
％
）
、
宮
城
県

（
七
五
％
）
、
香
川
県

（
七
五
％
）
、
山
口
県
（
七
四
％
）
富
山
県
（
六
七
％
）
、
山
形
県
（
五

九
％
）
、
広
島
県
（
五
五
％
）
、
長
崎
県
（
五
五
％
）
、
愛
媛
県
（
五

四
％
）
の
一

0
県
で
あ
っ
た
。
認
定
率
が
高
い
県
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

属
人
計
画
が
中
心
の
県
（
山
梨
県
、
北
海
道
も
四
九
％
が
属
人
）
と
林

班
計
画
が
中
心
の
県
（
大
分
県
、
宮
崎
県
）
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

電
話
調
査
に
よ
る
と
、
山
梨
県
と
北
海
道
は
道
県
有
林
で
属
人
計
画
を

樹
立
し
て
認
定
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

一
方
、
区
域
計
画
の
比
率
が
最
も
高
い
の
は
佐
賀
県
の
六
六
％
で
あ

り
、
次
い
で
、
東
京
都
（
三
二
％
）
、
徳
島
県
（
＝
二
％
）
、
鹿
児
島
県

（二

0
%
）
が
二

0
％
を
超
え
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
都
県
で
は
、
二
〇

一
四
年
度
の
区
域
計
画
の
導
入
に
よ
っ
て
計
画
樹
立
が
進
ん
で
き
て
い

る
と
い
え
る
。
九
州
で
の
調
査
に
よ
る
と
、
鹿
児
島
県
、
福
岡
県
、
熊

本
県
で
は
区
域
計
画
の
嘩
入
に
よ
っ
て
小
規
模
所
有
地
域
に
お
い
て
計

画
樹
立
が
容
易
に
な
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

次
号
で
は
、
林
班
計
画
の
面
租
、
受
委
託
面
積
、
人
工
林
と
天
然
林

割
合
等
の
地
域
性
を
考
察
し
た
上
で
、
森
林
経
営
計
画
の
制
度
課
題
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

注
お
よ
び
参
考
文
献

(
1
)
岡
田
秀
二
「
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
読
み
解
く
」
、
日
本
林

業
調
査
会
、
四
七
、
二

O
i
l
一年
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(
2
)
林
野
庁
「
森
林
経
営
計
画
制
度
の
概
要
」
二

0
一
五
年

(http://

w
w
w
.
r
i
n
y
a
m
a
f
f
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g
o
.
j
p
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0
4
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pdf) 
(二

0
-
七
年
三
月
一
日
閲
覧
）

(
3
)
農
林
水
産
省
「
平
成
二
十
七
年
度
実
施
政
策
に
係
る
事
前
分
析
表

一
七
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
」
、
二

0
一
五
年

(
U
R
L
~

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
a
f
f
.
g
o
.
j
p
/
j
/
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s
e
s
s
/
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a
n
e
i
/
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 at
t
a
c
h
/
p
d
f
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target,2.pdf) 
(二

0
1
七
年
三
月
一
日
取
得
）

(
4
)
前
掲

(
3
)
の
平
成
二
十
八
年
度
版

(
U
R
L
 :
 http:/ /www.maff.go.jp/j/assess/hanei/zisseki/h28
aヽttach,
、

pdfl̀
target,24.pdf) 
(二

0
I
 

-
\
-
1
~

ヰ
三
月
一
日
取
得
）

(
5
)
田
家
邦
明
「
森
林
政
策
と
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン

J-「
森
林

経
営
計
画
」
の
意
味
ー
」
、
「
農
業
研
究
」
第
二
六
号
、
一
七
五
頁
、
二

0
1

三
年
(6)
林
野
庁
「
平
成
二
十
七
年
度
森
林
環
境
保
全
事
業
評
価
事
業
l

党」

(
U
R
L
 :
 http:/ /
w
w
w
.
r
i
n
y
a
.
m
a
f
f
.
g
o
.
j
p
/
j
/
s
e
k
o
u
/
h
y
o
u
k
a
/
p
d
f
/
2
8
f
p
e
 

8
l
.
p
d
f
)
 
(二

0
1
七
年
二
月
二
十
六
日
取
得
）

(
7
)
小
菅
良
豪
・
米
康
充
・
伊
藤
勝
久
「
森
林
経
営
計
画
制
度
に
お
け
る

計
画
策
定
の
進
捗
条
件
＼
素
材
生
産
業
者
の
参
入
の
意
義
と
可
能
性
＼
」
、

「
林
業
経
済
研
究
j

六
二
（
二
）
、
一
―
ー
ニ
ニ
、
二

0
一
六
年

(8)
当
時
の
森
林
施
業
計
画
の
地
域
的
な
特
徴
と
制
度
課
題
は
、
林
野
庁

か
ら
の
提
供
デ
ー
タ
を
用
い
て
佐
藤
宣
子
編
著
「
日
本
型
森
林
直
接
支
払
い

に
向
け
て
＼
支
援
交
付
金
制
度
の
検
証
ー
」
日
本
林
業
調
査
会
、
二

0
1
0

年
で
考
察
し
た
。
ま
た
、
そ
の
一
部
は
佐
藤
宜
子
「
森
林
の
多
面
的
機
能
と

「
直
接
支
払
い
制
度
」
—
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
制
度
の
実
組
を

踏
ま
え
て
ー
」
と
い
う
論
稿
を
「
山
林
」
一
四
六
九
、
二

0
1二
五
、
同
一

四
七

0
、
一
七
ー
ニ
ニ
に
執
箪
し
て
い
る
。

(
9
)
林
野
庁
内
ウ
ェ
プ
ペ
ー
ジ
「
森
林
所
有
者
又
は
森
林
の
経
営
の
委
託

を
受
け
た
者
が
た
て
る
「
森
林
経
営
計
画
」
」

(
U
R
L
:
 http:/ /
w
w
w
.
r
i
n
y
a
 

maff.go.jp/j/keikakt1,ヽ
sinrinー
keikakt1,ヽ
c
o
n
,
6
.
h
g
-
）（

-ol
七
年
三

月
一
日
取
得
）

(10)
市
町
村
界
を
跨
ぐ
場
合
は
都
道
府
県
知
事
、
都
道
府
県
界
を
跨
ぐ
場

合
は
農
林
水
産
大
臣
か
ら
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
都

道
府
県
か
ら
提
供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
以
下
の
考
察
で

は
大
臣
認
定
分
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

(11)
森
林
環
境
保
全
直
接
支
払
事
業
に
つ
い
て
は
、
福
田
淳
「
森
林
整
備

事
業
の
最
新
動
向
に
つ
い
て
ー
造
林
補
助
を
中
心
と
し
て
ー
」
、
「
山
林
』
一

五
六
九
、
六

O
I六
九
、
二

0
一
五
年
に
詳
し
い
。

(12)
二
0
0
五
年
の
「
協
定
締
結
率
」
を
公
有
林
も
含
め
た
民
有
林
を
分

母
に
せ
ず
、
私
有
林
を
分
母
に
し
た
理
由
は
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交

付
金
は
交
付
対
象
か
ら
、
「
自
治
体
の
長
が
森
林
施
業
計
画
の
作
成
主
体
と

な
っ
て
い
る
森
林
、
旧
緑
資
源
機
構
の
水
源
林
造
林
事
業
造
林
地
、
大
企
業

社
有
林
が
除
か
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
（
詳
し
く
は
、
前
掲

(
8
)
を
参
考

に
さ
れ
た
い
）
。

(13)
渡
辺
尚
志
編
「
近
世
地
域
社
会
論
ー
幕
領
天
草
の
大
庄
屋
・
地
役
人

と
百
姓
相
続
ー
」
、
岩
田
書
院
、
一
九
九
九
年

（
九
州
大
学
大
学
院
良
学
研
究
院
・
教
授
）
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